
  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

ジ ョンＦ．ジャーム [アメリカ]
田 中 政 春 [長岡西]
森 山 一 理 [加　 茂]

会 長 丸 山 征 夫
幹 事 谷 晴 夫
Ｓ Ａ Ａ 木 村 譲

事 務 局 〒955-8666三条市旭町2-5-10

 TEL 0256-35-3477　FAX 0256-32-7095
E-mail info@sanjo-minami.jp

URL http://www.sanjo-minami.jp

三条信用金庫 本店内

国 際 ロ ー タ リ ー 会 長
第 2560 地 区 ガバ ナ ー
第４分区ガバ ナー補佐

今週の土曜日、2 月 11 日は祝日でお休みとなります。建国記念の日です。 

「建国記念の日」と「建国記念日」の違い、説明できますか？ 
 

建国記念の日、まず何を「建国」の定義とするかは国によって異なりますが、

多くの国が歴史的事実に基づいて「建国を記念する日」を定め祝日としていま

す。その呼称も国の歴史により「建国記念日」「独立記念日」「革命記念日」「解

放記念日」と様々です。 
 

一方、日本の「建国記念の日」2 月 11 日は「建国をしのび国を愛する心を

養う」として 1967 年（昭和 42 年）に改めて採用された祝日です。 

「改めて」というのは、この 2 月 11 日という日付は、もともと 1873 年（明

治 6 年）に定められ、1948 年（昭和 23 年）に廃止となった紀元節（日本の

初代天皇・神武天皇が即位したとされる日）という祭日でした。 

つまり、一旦廃止された「紀元節という祭日」が、「建国記念の日という祝日」

となって復活したわけです。 

ただ、紀元節の由来となっている神武天皇の即位日ですが、神武天皇は神話

上の人物であって歴史学上では、史実としては捉えられていないことから、「建

国した日」つまり「建国記念日」とは断定できず、「建国されたという出来事そ

のものを記念する日」つまり「建国記念の日」と制定されました。 

以上、「建国記念の日」と「建国記念日」の違いを極めて簡単に要約すると、

「建国したことを祝う日が“建国記念の日”」「建国した日そのものが“建国記

念日”」。何となくお分かりいただけましたでしょうか？ 
 

ところで冒頭、祝日と言いましたが、では祭日とは何でしょうか？ 

祭日とは皇室が行うお祭りの日です。ですから我々の通常迎えるのは祝日です。 

過ぎてしまいましたが、元日と元旦はどう違うでしょうか？ 

元日は 1 月 1 日、元旦は 1 月 1 日の朝のことだそうです。元旦の旦は太陽が

地平線から上った状態をいうそうです。元旦の夜１杯やろうと誰かが言ったら

その人の反省会をしなければなりません。 

会員48名中30名

三条東RCより 栗山正男君

三条RACより 川越健矢君

1/31 三条北RCへ 荒澤威彦君　　広岡豊樹君　　池田亜津子さん　　永井篤利君

西巻克郎君　　佐々木常行君　　佐藤秀夫君　　鈴木　武君

田代徳太郎君

2/4 米山記念奨学委員長セミナー（新潟）へ　　　荒澤威彦君　　永桶俊一君

87.23%（1/23）

出 席 率 ヴ ィ ジ ター

出 席 率 

―201６‐1７年度国際ロータリーのテーマ― 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議事 1． 青少年交換委員会を多地区合同奉仕活動として承認

依頼について 

・・・会長一任⇒承認 

 2． 決議案提出について ・・・提出しない 

 

3． 米山記念奨学生の世話クラブ及びカウンセラー引受け

依頼について 

・・・辞退 

第四分区 IM 及び 50 周年事

業等多忙により 

 
4． 2019～20 年度ガバナー（ガバナーノミニーデジクネート）

候補者推薦について 

・・・推薦しない 

～ 2月 6日 9,000円 

今年度累計 383,000円 ～  
 i 

立春とは言えどまだまだ寒いです。
風邪を引かぬよう気をつけて下さい。

田 代 君 本日遅くなりましたが、「財団月間」
(11月)の卓話をすることになりました。

坪 井 君

期待しています。

野 崎 君 田代さん、卓話楽しみにしています。

丸 山 ( 征 ) 君

田代さん、卓話ご苦労様です。

荒 澤 君 土曜日は地区の米山記念奨学委員
長セミナーに行ってきました。
永桶君の発表が大変好評でした。

大渓君、銅冶君、渡邊(光)君

ＢＯＸに協力いたします。

松 﨑 君 親睦の皆さん、先週の新年会の企画
ありがとうございました。
BOXにご協力ありがとうございます。

谷   晴 夫  幹事 

田中ガバナー事務所より  「2月ロータリーレート」ご案内  

 2 月 1 日より  1 ドル＝116 円（1 月レート 1 ドル＝116 円）     

 
三条市共同募金委員会より「運営委員会」開催のご案内 

   ［日 時］   2017 年 2 月 28 日（火） 11：00～ 

   ［会 場］   三条市総合福祉センター ２F 会議室 

  ※ 三条市共同募金委員 丸山征夫会長出席予定 

［記念公演］ 宝生流 祝言能「高砂」シテ（主役）川瀬隆志  

 
「２月定例理事・役員会」 2017年 2月 6日 12：00～ 11名出席 

2016～2017年度国際ロータリー第 2560地区ローターアクト 

第４７回地区大会 ご案内 
 

開催日 ： 2017 年 3 月 25 日（土） 

         13：00～記念式典、活動報告、ﾒｲﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

         18：00～祝賀会 
 

会場  ： ジオ・ワールド VIP  

県内8 つのローターアクトクラブで一丸となり、様々な“挑戦”をしながら準備を進

めて参りました。ロータリアンの皆様にはこの機会に、地区やクラブの垣根を越えた

ローターアクター同士の友愛・絆、そして私たちが挑戦し達成する姿をぜひ会場でご

覧いただき、さらにローターアクトに対するご理解を深めていただく機会になれば幸

いと存じております。多くの皆様のご参加をお願い申し上げます。 

 

地区ローターアクト代表    

三条ローターアクトクラブ 

川越 健矢 さん 



 

 

 

    

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    国際ロータリー（RI）は世界中のロータリークラブの連合体で、ロータリー全体の管理機構です。全世界のロ 

ータリークラブを会員として組織されています。 

 一方、ロータリー財団は 1917 年に 6 代目 RI 会長アーチ C．クランフが「全世界的な規模で慈善・教育・そ 

の他の社会奉仕の分野でより良きことをするために基金を作ろう」と提案、1928 年ロータリー財団と名づけら 

れ、1931 年信託組織、1983 年に米国イリノイ州の法令の下に非営利財団法人となりました。 
  

財団の解説書に、「ロータリー財団を構成する法人会員は国際ロータリーのみであり、国際ロータリーと法的に

組織は違っても、その目的・使命・活動は両者共に一体のものです」とあります。 

 ネットで国際ロータリーの財務情報というのを見ると、国際ロータリーとロータリー財団は異なる報告義務を

持つ法人で、共に米国の税法により非課税の対象となっているとありました。 

 日本には米山財団、ロータリー日本財団などの公益財団やロータリーの友などの社団法人があります。 
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「ロータリー財団月間」 

「ロータリー財団について」 

第 2560 地区ロータリー財団委員会 

グローバル補助金委員長 

田 代 徳太郎 会員 

 

『ロータリー財団月間』は 11 月になりますが、クラブのプログラムの都合

から本日お話しさせていただきます。 
 

皆さんは「ロータリー財団」についてどのくらい知っていますか。 

財団に対する皆さんからの寄付金、ポリオプラス、地区補助金、奨学金制度

などはご存知ですね。それで充分だと思います。私もそうです。 

地区の財団委員ならば、もう少し理解していなければいけない立場ですけれ

ど・・・。 
 

 本日ご説明するのは、県内各クラブの財団委員を対象にて年 2 回行われる

セミナーや地区委員の財団ミーティングでの資料を基に話しをさせていただ

きます。 

国際ロータリーとロータリー財団の関係について 

ジョン F・ジャーム

RI 会長 

カルヤン・バネルジー氏 

■ロータリー財団の活動を総括管理してい

るのが、ロータリー財団管理委員会で 15

名の委員で構成。通称 TRF と呼ばれてい

ます。 

管理委員の任期は 4 年、委員長は RI の会

長が任命します。 
 

■日本からは、田中作次氏が RI 会長を務めた

後 委員に就いていましたが、 

現在は北清治氏（浦和東 RC）が委員に任

命されています。 

2016－17 年度管理委員長は、カルヤン・

バネルジー氏（2011～12 年度 RI 会長、イ

ンド、グジャラード、バピ RC）。 
 

■RI 会長は、ジョン F. ジャーム氏です。 

【財団組織】 

【財団寄付の種類】 【主な寄付金】 
 

年次基金 使途を決めずに寄付して、3 年後に

その寄付金をプログラムに使います。 

各クラブと地区は毎年、年次寄付の目標額を

設定し、ロータリアンは目標達成に努力して

います。 

「年次」というのは毎年続けられていること

からきています。 
 

恒久基金 元金を使わない基金です。投資収

益のみを財団プログラムに毎年使います。 
 

使途指定基金 使い道を決めて寄付するもの

です。ポリオプラス等。 

https://www.rotary.org/myrotary/ja/learning-reference/about-rotary/trustees


■ ポール・ハリス・フェロー(PHF)：年次基金と使途指定基金の寄付額の累計が 1,00０ドルに達すると認証 

  マルチプル・ポール・ハリス・フェロー 

：ポール・ハリス・フェロー認証から、その後 1,000 ドル寄付するごとに認証され、2,000 ドルに達 

した場合、段階 1 となり 9,000 ドルまで 8 段階ある  
                  

■ ベネファクター：恒久基金 1,000 ドルの寄付者はベネファクター（後援者）として認証  
 

■ ポール・ハリス・ソサエティ(PHS) 

    ：毎年 1,000 ドル以上寄付する人が、ポール・ハリス・ソサエティの会員資格を有する 

年次寄付と使途指定寄付の合計で 1,000 ドル以上の寄付で、恒久基金寄付は含まれない 
 

● その他の寄付  冠名奨学金（使途指定基金）、冠名奨学基金（恒久基金）、冠名基金（恒久基金）等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奨学金制度は 3 つあります。 
 

■地区奨学金     資金は地区補助金 1 名につき 15,000 ドル上限 

           ・グローバル補助金の奨学生に該当しない応募者を対象にして、海外の大学か大学院で学

ぶ有為の人材を支援。地区財団委員会が決定する 
 

■グローバル奨学金  資金はグローバル補助金と国際 R 財団活動資金（WF） 

            ・大学院レベルの専攻課程が 6 つの重点分野に関連する応募者から選考 

             受入れ側（外国）の地区の参加協力が必要となる 

                        

■国際財団活動資金（WF） 
(50%)年次基金 139049.53 ドル 

(50%)恒久基金の運用益 5941.15 ドル 

＊全世界からプールされます 

(50%)年次基金 139,049.53 ドル 

(50%)恒久基金の運用益 5,941.15 ドル 

今年度地区配分可能 DDF 計 ①144，990.68 ドル 

前年度未使用金 45,135.19 ドル 

前年度 DG 未使用金 23,698.88 ドル 

前年度未使用額  計 ② 68,843.07 ドル 

地区ロータリー財団の寄付金について（２０１６－１７年度 田中年度） 
「田中年度の寄付目標額」 

 ■年次基金 1 人 150 ドル×会員数（2,100 人推測） 総額 315,000 ドル～ 

 ■恒久基金 ベネファクター 1,000 ドル×10 名以上 総額 10,000 ドル～ 

 ■使途指定寄付（ポリオプラス） 1 人 15 ドル×会員数（2,100 人） 総額 31,500 ドル～ 

 ■ポール・ハリス・フェロー（新規認証者 56 名以上）  

 ■ポール・ハリス・ソサエティ（新規認証者 10 名以上） 

地区の寄付金の種類と行方 （２０１６－１７年度 田中年度） 

年次基金 

＄ 

2013－2014 年度（山﨑年度）の実績 

＄278，099.06 

恒久基金 

＄ 

2016－17 年度 10 月（田中年度） 

発表の恒久基金運用収益 

＄11，882.30 

※基金は取崩さず 

運用益のみ使用 

＄289，981.36 

50％ずつ 

【寄付の種類】 

【寄付の行方】     田中年度で利用できる 

40,000.00 ドル

30,000.00 ドル

2,100.00 ドル

162.00 ドル

ドル

地区補助金（DG）使用額（①の半分まで）

2.第2560地区奨学金　※１

4.管理費

3.資金管理セミナー、地区奨学生選考費

5.職業研修チーム派遣（VTT)

　オリエンテーション費

1.地区奉仕プロジェクト 30,000.00 ドル

20,000.00 ドル

ドル

10,000.00 ドル

20,000.00 ドル

ドル

61,329.41 ドル

グローバル補助金（GG）

2.グローバル奨学金

3.職業研修チーム派遣（VTT)

2.ポリオプラス寄贈

3.他地区に寄贈

使用可能額

1.人道的プロジェクト

寄　　　　贈

1.ロータリー平和センター寄贈

■地区財団活動資金 （ＤＤＦ） 

今年度 DDF 総額 ① ＋ ② ＝ ③ 213,824.75 ドル 

地区補助金（DG）使用可能額 ①×50％＝ ④72,495.34 ドル GG、寄贈使用可能額 ③ － ④ ＝ 141,329.41 ドル 

※1 田中年度では 2 名の奨学生の派遣を予定しています 

奨学金制度について 



 

 

 

 

 
    

■世界平和フェローシップ  世界の各地域で評価の高い大学において「紛争の解決と平和における国際問題」

を研究する奨学生の制度 
                    当初 8 大学と提携⇒現在 7？大学 

                     世界を枠とする競争制で採用条件の難易度が非常に高い 

    

    ❍ 2015～16 年度（山本年度）派遣奨学生 1 名 
      ・2015 年 9 月 イギリス サウサンプトン大学へ留学 （スポンサークラブ：長岡 RC）     

❍ 2016～17 年度（田中年度）派遣奨学生 2 名 

      ・2016 年 7 月 オーストラリアへ留学 （スポンサークラブ：新潟万代 RC） 

      ・2016 年７月 ドイツへ留学 （スポンサークラブ：三条 RC） 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  タイ国『慢性腎臓病を防ぐ教育プログラムと患者の救命治療の増進を目的に保健インフラ整備』 

第 2560 地区の 5 クラブとホノルルサンライズ RC、他タイ、ハワイの他クラブを含め、3 地区合計 22RC

の共同プロジェクト 

No. クラブ名 プロジェクト名 補助金額 

1 村上岩船 ふれあい防災教室（ジュニア防災検定） $3,400 

2 新潟西 青少年健全育成支援事業「元プロ野球選手と野球を楽しもう」 ＄4,000 

３ 佐渡南 青少年のためのマリンバ・ライブ・コンサート $3,000 

４ 三条北 青少年育成講演会 講師 葛西紀明氏「夢は、努力でかなえる」 $5,000 

５ 長岡西 長岡市悠久山 桜植樹プロジェクト「お山の千本桜」 $2,700 

6 長岡 ちびっこ広場ジョイントコンサート $3,000 

7 雪国魚沼 青少年健全育成事業「南魚沼郡市バスケットボールクリニック」 $4,200 

8 糸魚川・糸魚川中央 親子で童謡を歌いましょう ＄4,000 

9 高田 儀明川コヒガン桜及び青田川もみじの保全整備 $3,900 

10 村上 音楽療法を通じての地域貢献 ＄2,800 

11 2560 地区奨学生派遣（ドイツ） ＄15,000 

12 2560 地区奨学生派遣（オーストラリア） ＄15,000 

13  管理費 ＄2,100 

14  臨時費 ＄162 

15 新潟東 健康と社会共生活動 ＄4,000 

 合 計  ＄72,262 

6つの重点分野 

平和と戦争／紛争解決 水と衛生設備 

母子の健康 基本的教育と識字向上 経済と地域社会の発展 

疾病予防と治療 

地区奨学生の現状について 

補助金の種類と概要    ロータリー財団の補助金は、(A)地区補助金 (B)グローバル補助金 

（A）地区補助金 地元や海外で行う小規模で短期(1 年以内に終了)の活動に活用する補助金です。この補助金は 

地区が管理・配分しますので、クラブは地区の申請要件に従わなければなりません。 
 

田中年度地区補助金奉仕プロジェクト 

・他の補助金との併用は不可 

・基本は一クラブ一申請とする 

・プロジェクトの代表提唱者クラブとして補助金を申請できる

のは年度内 1 件 

・補助金を申請する他クラブ提唱のプロジェクトに参加するこ

とは可能 

・ロータリアンの旅費は不可 

・利害の対立を回避、あるいは利害の対立の可能性を開示する

こと 

・物品の贈与のみは不可 

・協力する団体がある場合には、補助金実施クラブと協力団 

体との覚書（MOU）の地区への提出を行う 

・既に進行中または完了したプロジェクトは不可 

・他団体が主体となり開始したプロジェクトは不可 

・なるべく多くの受益者が望ましい 

・1 年以内に完了するプロジェクトや活動に利用できる 

・ロータリアンの活動が財政援助や物品寄贈等にとどまら

ず、プロジェクトに積極的に関わっていなければならない 

・審査は（不備のない）申請書受付順とする 

・人道的に重要度が高いか、受益者は経済的に困難か 

・クラブは、地区から参加資格の認定を受ける（ロータリー

財団補助金管理セミナーに参加し、MOU に署名の上、地

区財団委員会に提出しなければならない 

・プロジェクトは年度内に終了するもの 

 

第 2560地区地区補助金プロジェクトの申請要件 

（B）グローバル補助金 以下に該当する大規模な活動(3 万ドル以上)に活用する補助金です。 

❍ 6 重点分野       ❍ 実施地の人々が特定したニーズを満たす      ❍ 実施地の人々が積極的に参加する   

❍ ロータリーの活動が終了しても、実施地の人々が自力で取り組んでいくことができる（成果が持続する） 

❍ 測定可能な成果をもたらす 

グローバル補助金プロジェクト GG1635519（2015－16 年度） 



現金拠出参加クラブ   

 

 

 

 
 

第 2560 地区からの  グローバル補助金 9,700 ドル   WF より同額の 9,700 ドル  
 

   合計       14,700 ドル ＋   12,200 ドル ＝ 26,900 ドル 
             （第 2560 地区とクラブ）    （WF） 

 

 

 

 

 

【経緯】現在タイでは人口の 12％800 万人が腎臓疾患を抱えているが、国内の血液透析機は必要数に遥かに及ばす順番を待

ちながら亡くなる患者が多い。透析機を購入するため地域社会の指導者や住民、ロータリークラブが協力して資金を集める努力

をしている。 

このプロジェクトで 7 台の透析機を送ることにより年間 6,500 人が治療を受けられる。また、超音波ドップラー胎児監視モ

ニターと生存兆候モニターで、腎臓疾患の妊産婦の体調を診て母子の健康と命を守ることが可能になる。 

実施国タイのシーロム RC と援助国側のホノルルサンライズ RC が提唱者となって計画し、ホノルルサンライズ RC の姉妹ク

ラブである新潟万代 RC が誘われ 2560 地区の他のクラブにも参加を呼びかけたもの 

資金調達は、各クラブ拠出金、グローバル補助金、WF の総額 110,885.5 米ドル  

 

支出予算  

 

      

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

新潟万代ロータリークラブ  2,000 ドル 

新潟南ロータリークラブ  1,000 ドル 

新潟中央ロータリークラブ  1,000 ドル 

三条ロータリークラブ  500 ドル 

三条南ロータリークラブ  500 ドル 

1. 血液透析機 7 台  94,706  

2. 超音波ドップラー胎児監視モニター  11,765  

3. 生存兆候モニター  4,412  

  計 110,883 米ドル 

大竹 和男 
第二十三代会長 

蘖とは、樹木の切り株や根元から生えてくる若芽のこと 

創立 50 周年に向け、歴代会長を主要目標（テーマ）やエピソード とともにご紹介するコーナーです。 

1977 年 1 月入会 

職業分類：洋菓子製造 

勤務先：（株）ヤマトヤ 

    社 長     

 

会長主要目標 

1990～91 年度 
 

ＲＩ会長  Paulo V.C.Costa  パウロ V.コスタ（ブラジル） 

「HONOR ROTARY – With Faith and Enthusiasm  

ロータリーを高めよ－思いを尽くし熱意を尽くし 」 
 

ガバナー  原 猛（新津）「親睦と友情を深め 奉仕の理想に邁進しよう」 

 

 

明 

朗闊達な年度に」 

自然と人類の共存共栄のために 
          Think Globally Act Locally 

 

本年度のパウロ V.C.コスタＲＩ会長は、ロータリーを高めるために 

① 誠心誠意自ら活動することによって 

② あなたの職業を尊厳なる日課とすることによって 

③ 私たちの真の姿を明らかにすることによって 

④ 来るべき世紀に備えることによって 

という 4 つの方法が重要であると示唆しています。 

なかでも 21 世紀までの残されたこの 10 年、人類にとってかけがえのない地球の環境

を守るために、世界のロータリアンの速やかなる行動と結束を促しています。 

私たちはいま、急速に進みつつある地球の環境異変を正しく認識し、環境保全のために

積極的に貢献する姿勢が問われているのです。地域で、職場で、そして家庭の中で「地球

的規模で考え、足元から行動する」ことを。 
 

主要事業〈68 名の限りなき“熱意”に支えられて･･･〉 
 

・緑化推進事業（植樹）の実施      ・「クリーン三条」関連行事への参加 

・「高齢者へのこころづかい」事業の実施 ・市内５クラブ合同懇親会の主管 

・禁煙例会の実施 

現金合計 5,000 ドルと 

WF より半額の 2,500 ドル 

※5 クラブからの現金拠出合計 5,000 ドルに対して半額の 2,500 ドル、第 2560 地区のグローバル補助金額の 9,700 ドル

に対して同額が WF(ワールドファンド)から補助されます。これにより第 2560 地区とクラブ 26,900 ドルの資金援助をす

ることが可能になりました 


